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▲結成総会でお祝いを述べる連合福岡の西村会長。（2月28日、福

岡市内） 

 

現
退
一
致
の
取
り
組
み
に
大
き
な
期
待
膨
ら
む 
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ふれあい情報 
 

2018年 3月 20日（火） 第 278号 

退職者連合 検索 

公式ウェブサイトは退職者連合で検索を 

連合福岡の退職役職員 46人がＯＢ会結成 

地
方
連
合
会
と
の
連
携
、
地
域
で
の
運
動
づ
く
り
へ 

退
職
者
組
織
の
正
式
名
称
は
「
連

合
福
岡
会
長
・
専
従
役
職
員
Ｏ
Ｂ
会
」

（
略
称
・
連
合
福
岡
役
員
Ｏ
Ｂ
会
）

で
す
。 

名
称
を
「
会
長
・
専
従
役
職
員
」

と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
福
岡
県
退

職
者
連
合
の
檀
勝
樹
事
務
局
長
は

「
専
従
を
し
て
い
な
い
会
長
経
験
者

が
い
た
た
め
」
と
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

2
月
28
日
、
福
岡
市
内
の
ホ

テ
ル
に
あ
つ
ま
っ
た
連
合
福
岡
の

退
職
役
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
結
成

の
目
的
、
Ｏ
Ｂ
会
規
約
、
役
員
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
承
認
し
、
福

岡
県
退
職
者
連
合
へ
の
加
入
も
決

め
ま
し
た
。 

結
成
総
会
で
は
、
連
合
福
岡
の

西
村
芳
樹
会
長
が
、
激
励
と
連
帯

あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
今
後
の
現
退

連
携
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。 

ス
タ
ー
ト
時
の
連
合
福
岡
役
員

Ｏ
Ｂ
会
の
会
員
は
、
46
人
（
男
性

42
人
、
女
性
4
人
）
で
す
。
ま

た
初
代
会
長
に
は
、
連
合
福
岡
6

代
目
会
長
を
務
め
た
山
口
正
三
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。
な
お
、
年
会

費
は
２
，
０
０
０
円
で
す
。 

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

づ
く
り
で
力
に 

 

居
住
の
場
で
あ
る
地
域
で
、
高
齢

者
が
生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
で

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
寿
命

づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
が
大
切
で

地方連合会での「退職者組織」の

結成が続いています。連合福井、連

合岡山につづいて九州の地・福岡で

地方連合会の退職者組織ができまし

た。 

 

▲ＯＢ会の会長に就任して、あいさつをする山口氏 

す
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社

会
貢
献
活
動
も
地
域
で
の
関
わ
り

が
必
要
で
す
。 

そ
の
た
め
地
域
で
大
き
な
影
響

力
を
持
つ
地
方
連
合
会
と
の
連
携

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地
方
連
合
会
で

培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
役

職
員
退
職
者
の
仲
間
が
、
退
職
者
連

合
運
動
に
参
加
す
る
意
義
は
大
き

い
と
い
え
ま
す
。 

退
職
者
連
合
で
は
、
引
き
続
き
全

国
の
地
方
連
合
会
で
の
役
職
員
退

職
者
の
会
結
成
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 
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高
齢
者
の
「
関
心
が
な
い
」「
被
害
に
は
あ
わ
な
い
」
が
危
な
い 

 生活保護基準の引き下げ反対。日弁連が緊急院内集会開く 
生活保護基準を最大５％引

き下げ、年間１６０億円を削減

するという生活保護基準引き下

げの動きを厚生労働省が見せ

ていることに対し、日本弁護士

連合会（日弁連）は、２月２６日

（月）午前参議院議員会館で

「生活保護基準引き下げ問題を

考える緊急院内集会」を開きま

した。 

集会には、弁護士や当事

者、市民団体などの関係者１２

０人が集まりました。また５人の

国会議員をはじめ、退職者連

合からも野田那智子副事務局

長が参加しました。 

 厚労省は、現在開会中の第１

９６回通常国会での審議が終了

し、今年度予算が成立した後、

厚労大臣告示で今年１０月には

引き下げる構えです。改悪が強

行されると都市部の単身世帯を

中心に約７割の世帯が引き下

げとなります。 

この日の集会は、保護基準の

相次ぐ引き下げについて「何が

問題か」を明らかにし、改悪に

反対する意思表示をすることが

ねらいです。この点について、

日本女子大学の岩永理恵准教

授は基調講演の中で「生活保

護基準が決まっていないこと。

▲会場からは、生活保護基準引き下げの動きに怒り

の声があがった。（2月26日、参議院議員会館） 

 
基準だけで議論するには限界があるこ

と」などと指摘しました。 

 

鍵
は
、
地
域
で
ど
う
被
害
防
ぐ
か 

第５６回全国消費者大会 

「地
域
か
ら
発
信
、
全
国
で
共
同
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
56
回
全
国

消
費
者
大
会
が
、
3
月
16
日
と
17
日
、
都
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
消
費
者
問
題
へ
の
関
わ
り
の
重
要
性
が

講
師
や
発
言
者
か
ら
多
く
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
見
え
て
き

た
こ
と
は
、
増
大
す
る
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
の
実
態
と
シ
ル
バ
ー

世
代
を
狙
う
特
殊
詐
欺
集
団
や
悪
質
業
者
か
ら
ど
う
身
を
守
る
の

か
と
い
う
点
で
す
。
シ
ル
バ
ー
世
代
を
代
表
す
る
組
織
の
一
つ
で
あ

る
退
職
者
連
合
が
、
生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

を
目
指
す
上
で
、
ど
う
い
っ
た
役
割
を
果
た
せ
る
の
か
。
こ
の
課
題
に

し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
地
域
や
全
国
で
運
動
や
政
策
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
大
会
で
し
た
。 

 

大
会
に
は
、
全
国
で
消
費
者
運
動
に

取
り
組
む
市
民
団
体
や
弁
護
士
、
行
政

関
係
者
な
ど
４
４
５
人
が
参
加
。
退
職

者
連
合
か
ら
も
茨
城
、
群
馬
、
東
京
、

神
奈
川
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
各
地
方
退
職

者
連
合
、
産
別
・
関
連
退
職
者
連
合
か

ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

被
害
総
額
は
4
兆
8
千
億
円 

消
費
者
問
題
を
め
ぐ
っ
て
四
点
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
第
一
は
、
消
費

者
被
害
の
実
態
で
す
。
被
害
の
全
体
像

は
４
兆
8
千
億
円
（
平
成
29
年
、
消

費
者
庁
発
表
）。
と
こ
ろ
が
自
治
体
窓
口

へ
の
相
談
件
数
は
わ
ず
か
3
％
で
す
。

第
二
は
「
健
康
食
品
」
な
ど
を
め
ぐ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
の
電
子

商
取
引
ト
ラ
ブ
ル
の
急
増
。
第
三
は
、

シ
ル
バ
ー
世
代
の
消
費
者
被
害
の
増

大
。「
無
関
心
」
と
「
自
分
は
消
費
者
被

害
に
は
あ
わ
な
い
」
が
狙
わ
れ
て
い
ま

す
。
四
つ
目
は
、
地
方
消
費
者
行
政
が

軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

地
域
で
防
ご
う
消
費
者
被
害 

被
害
防
止
対
策
で
は
、「
地
方
消
費
者

行
政
を
充
実
さ
せ
て
被
害
を
防
ぐ
社

会
、
お
年
寄
り
を
孤
立
さ
せ
な
い
あ
た

た
か
い
雰
囲
気
を
持
っ
た
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
つ
く
る
運
動
が
必
要
」
と
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
は
「
学
び
、
知
ら

せ
、
活
用
し
よ
う
」
と
提
案
さ
れ
、
シ

ル
バ
ー
世
代
と
の
連
携
が
鍵
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。 

▲２日目の全体会の議論では、高齢者や若者との絆づくりや行政と
の連携の必要性などが指摘された。（3月17日、主婦会館Ｂ２） 

増加する高齢者の消費者被害 実態明らかに 

求められるシルバー世代の行動力 


